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永
嶺
高
校
と
し
て
初

め
て
の
学
校
祭
ま
で
残

り
約
２
週
間
と
な
り
、

ク
ラ
パ
ビ
な
ど
の
準
備

が
本
格
的
に
始
ま

っ
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
学
校

祭
運
営
の
要
と
な
る
総

務
実
行
委
員
長
の
増
澤

基
さ
ん

（
３
１
４
）
、

生
徒
会
長
の
西
尾
裕
太

さ
ん

（
３
１
５
）
に
学

校
祭

へ
の
意
気
込
み
な

ど
を
聞
い
た
。

増
澤
総
務
実
行
委
員

長
は

「
今
回
の
学
校
祭

は
、
永
嶺
高
校
の
第
■

回
目
の
学
校
祭
と
い
う

こ
と
で
、
凌
雲
高
校
の
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増澤 実 行委 員長 と西 尾生徒 会 長

第
冒
回
永
嶺
祭
間
近
∫

総
務
実
行
委
員
長
、
生
徒
会
長
に
聞
く

伝
統
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、

新
し
い
企
画
な
ど
を
取

り
入
れ
、
今
ま
で
に
無

い
よ
う
な
学
校
祭
に
し

よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
自
分
自
身
不

安
な
部
分
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
そ
れ
を
実

現
す
る
に
は
皆
さ
ん
の

力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
み
ん
な
で

協
力
し
、

”
み
ん
な
で

盛
り
上
が
り
、
み
ん
な

で
楽
し
め
る
”
学
校
祭

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！
」

と
語
る
。

ま

た

西

尾

会

長

は

「
僕
は
去
年
も
執
行
部

と
し
て
学
校
祭
に
参
加

し
ま
し
た
。
今
年
は
は

じ
め
て
総
務
を
受
け
持
っ

た
の
で
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
実
行
委
員
の

み
ん
な
と
■
年
生
、
２

年
生
い
３
年
生
の
生
徒

全
員
で
最
高
の
永
嶺
祭

を
つ
く

っ
て
い
き
た
い

で
す
。

」
と
話
し
て
く

れ
た
。

な
お
、
学
校
祭
の
テ
ー

マ
は

，
『
Φ

く
ｏ
」

”
①

，

α
望

，
「～
え
い
、
え
い
、

り

ょ
う
！
～
に
決
定
し

た
。
前
半
の
問
い
か
け

に

「え
い
、
え
い
、
り
ょ

う
！
」
と
答
え
ら
れ
る

よ
う
に
学
校
祭
の
準
備

な
ど
に
し

っ
か
り
と
取

組
み
、
全
員
で
第
■
回

目
の
永
嶺
祭
を
成
功
さ

せ
、
永
嶺
物
語
を
創

っ

て
い
こ
う
１

第 ■回永嶺祭 ポ スタ ー
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凌
雲
高
校
の
伝
統
を

引
き
継
ぎ
、
永
嶺
の
部

活
動
は
今
年
も
多
数
全

道
大
会
出
場
を
決
め
た
。

文
武
両
道
を
目
標
と
す

る
永
嶺
生
、
学
習
も
部

活
動
も
手
を
抜
か
ず
取

り
組
ん
で
い
る
成
果
だ
。

な
お
、
全
道
大
会
に

出
場
が
決
定
し
た
部
活

動
と
出
場
人
数
は
次
の

通
り
。

〇
陸
上
部
４
名

○
サ
ッ
カ
ー
部
２
０
名

〇
卓
球
部
３
名

○
剣
道
部
■
名

Ｏ
弓
道
部
■
６
名

○
水
泳
同
好
会
５
名

○
少
林
寺
拳
法
３
名

ま
た
、
弓
道
は
今
年

度
は
当
番
校
で
地
元
開

催
。※

な
お
、
結
果
は
次

号
で
お
伝
え
し
ま
す
。

は
６
月
３
０
日
■
■
時

３
０
分
よ
リ
ス
タ
ル
ヒ

ン
球
場
に
て
富
良
野
高

校
と
対
戦
す
る
。

一呂経野球予響
一聟み合わせ業定

夏
の
高
校
野
球
北
北

海
道
旭
川
支
部
予
選
の

組
み
合
わ
せ
が
決
定
し

た
。
永
嶺
高
校
の
初
戦

′己

′:

X́

撤t

tlll
６
月
■
３
日
よ
り
教

育
実
習
が
始
ま
り
、
６

名
の
教
育
実
習
生
を
迎

え
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ

ぞ
れ
に
自
己
紹
介
を
し

て
頂
い
た
。
各
質
問
事

項
は
次
の
通
り
。

①
在
学
大
学

②
配
属
、
担
当
教
科

③
永
嶺
生
へ
一
言

黒
崎
　
拓
海
先
生

①
東
京
藝
術
大
学

②
■
年
４
組
、
音
楽

③

「
高
校
生
と
い
う
短

い
期
間
を
楽
し
く
大
切

に
規

じ

ア

だ

ぶ

。
」

阿
部
　
華
苗
先
生

①
武
蔵
野
音
楽
大
学

②
２
年
■
組
、
音
楽

③

「
今
し
か
で
き
な
い

事
を
精

一
杯
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
！
！
」

教
育
実
習
生
紹
介
■

羽
ば
た
け
ホ
来
の
教
師
た
ち

吉
＝
　
清
番
先
生

①
東
京
音
楽
大
学

②
■
年
■
組
、
音
楽

③

「
勉
強
も
頑
張
る
！

部
活
も
頑
張
る
！
　
与

え
ら
れ
る
も
の
だ
け
で

は
な
く
、
是
非
自
分
か

ら
い
ろ
ん
な
も
の
を
吸

収
す
る
事
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
！
」

吉
田
　
暖
先
生

（写
真
勝
在
、
生
徒
こ

こ
も
に
）

①
北
海
道
教
育
大
学
岩

見
沢
校

②
■
年
２
組
、
保
体

③

「
学
祭
マ
ジ
ッ
ク
に

は
気
を
付
け
て
。

」

密
ホ
　
饉
太
郎
先
生

①
札
幌
大
学

②
■
年
５
組
、
保
体

③

「夢
を
叶
え
る
た
め

の
人
事
な
時
期
、
高
校

生
活
を
無
我
夢
中
で
過

む
す
べ
き
。

」

安
籐
　
慎
祐
先
生

①
国
士
舘
大
学

②
■
年
７
組
、
公
民

③

「
で
き
る
　
で
き
な

い
か
じ
ゃ
な
い
。
や
る

か
　
や
ら
な
い
か
だ
！
」

阿
部
先
生
こ
森
ホ
先
生

の
ツ
ー
シ

ョ
ッ
ト
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